
`ヽ 参考資料

|■  第 8期の基 本 指 針 に お いて は、介護 保 険部 会 の 「介護 保 険制度 の見直 しに関 す る意 見 」 を踏 ま えて 、 以下 に つ いて記

11 2025・ 2040年 を見据えたサー ビス基盤、人的基盤の整備
1 02025・ 2040年 を見据え、地域ごとの推計人口等から導かれる介護需要等を踏まえて計画を策定

※基盤整備を検討する際、介護離職ゼロの実現に向けたサービス基盤整備、地域医療構想との整合性 (病床の機能分化及び連携に伴い生じるサー
ビス必要量に関する整合性の確保)を踏まえる必要がある旨は第 7期から記載。

※指定介護療養型医療施設の設置期限 (2023年 度末)までに確実な転換等を行うための具体的な方策について記載。
※第 8期の保険料を見込むに当たっては直近 (2020年 4月 サービス分以降)のデータを用いる必要がある。

2 地域共生社会の実現
○地域共生社会の実現に向けた考え方や取組について記載

3 介護予防・健康づ くり施策の充実・推進 (地域支援事業等の効果的な実施 )

○一般介護予防事業の推進に関して「PDCAサイクル沿つた推進」、「専門職の関与」、「他の事業との連携」について記載
○高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について記載
○自立支援、介護予防口重度化防止に向けた取り組みの例示として就労的活動等について記載
○総合事業の対象者や単価の弾力化を踏まえて計画を策定
○保険者機能強化推進交付金等を活用した施策の充実口推進について記載。(一般会計による介護予防等に資する独自事業等について記載。)

○在宅医療・介護連携の推進について、看取りや認知症への対応強化等の観点を踏まえて記載
○要介護 (支援)者に対するリハビリテーションの目標については国で示す指標を参考に計画に記載
OPDCAサイクルに沿つた推進にあたり、データの利活用を進めることやそのための環境整備について記載

4 有料老人ホーム とサー ビス付 き高齢者住宅に係 る都道府県・市町村間の情報連携の強化
○住宅型有料老人ホーム及びサービス付き高齢者向け住宅の設置状況を記載
○整備に当たつては、有料老人ホーム及びサービス付き高齢者向け住宅の設置状況を勘案して計画を策定

5 認知症施策推進大綱 を踏まえた認知症施策の推進
○認知症施策推進大綱に沿つて、認知症の人ができる限り地域のよい環境で自分らしく暮らし続けることができる社会の実現を目指すため、5つの柱に基づき
記載。(普及啓発の取組やチームオレンジの設置及び「通いの場」の拡充等について記載。)

○教育等他の分野との連携に関する事項について記載
6 地域包括ケアシステム を支える介護人材確保及び業務効率化の取組の強化
○介護職員に加え、介護分野で働く専門職を含めた介護人材の確保の必要性について記載
○介護現場における業務仕分けやロボット・ICTの活用、元気高齢者の参入による業務改善など、介護現場革新の具体的な方策を記載
○総合事業等の担い手確保に関する取組の例示としてボランティアポイント制度等について記載
○要介護認定を行う体制の計画的な整備を行う重要性について記載
○文書負担軽減に向けた具体的な取組を記載

7 隻書や憑推蛾対簸ま黒畿 る悔熙難咆             ‐

O爺年織災書灘驚就鸞や、新激職鎌ナ争 ルゞ又惑撫裁の流行を無まえtこれらぺぽ》機え勢雛饗犠∫磁準しヽで統載

指針について
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構 成 等 の 見 直 し案 (第90回部会からの主な変更点は赤字で記載)

※見直しの方針案のページ番号は資料 2-2の ページに対応。

i ●介護保険事業運営に当たっての留意事項      |
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見直しの方針案

●2040年を見据えたサービス基盤、人的基盤整備の重要性を記載 (P2)
前文

●地域共生社会の実現に向けた考え方や取組について記載 (P4)

●一般介護予防事業の推進に関して「専門職の関与」、「他の事業との

連携」、「PDCAサイクル沿った推進」等について記載 (P6)

聰喜麟鑑弗保機事業と介誰予鋳伸…鋒妻奪実施 :こつも`■認統 (P6)

●自立支援、介護予防・重度化防止に向けた取り組みの例示として、リ
ハビリテーションや就労的活動について記載 (P6)
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●在宅医療・介護連携を進める中で、看取り、認知症関係_■■■|■■‐

事鋳麟■の取組を強化することについて記載 (P8)
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●総合事業に関し、対象者や単価の弾力化を行うことについて記載
(P10)

●生活面に困難を抱える高齢者に対して、住まいと生活の支援を一体
的に実施していくことの必要性について記載 (Pll)

●2040年を見据えることについて記載 (P12)
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一 地域包括ケアシステムの基本的理念

1自 立支援、介護予防・重度化防止の推進

2介護給付等対象サービスの充実・強化

3在宅医療の充実及び在宅医療・介護連携を図るための体制の整備

三 二千二十五年を見据えた地域包括ケアシステムの構築に向けた目
標

三 医療計画との整合性の確保

四 地域包括ケアシステムの構築を進める地域づくりと地域ケア会議“
生活支援体制整備の推進

4日 常生活を支援する体制の整備

5高齢者の住まいの安定的な確保
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見直しの方針案

五 地域包括ケアシステムを支える人材の確保及び資質の向上 ,寺“,`,`織 .``.… .“よ“,.

七 認知症施策の推進
1認知症への理解を深めるための普及啓発
2認知症の容体に応じた適時口適切な医療及び介護等の提供
3若年性認知症施策の強化
4認知症の人の介護者への支援
5認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくり
6認知症の人やその家族の視点の重視

■項目名に「業務効率化・質の向上に資する事業」追加
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●介護現場における業務仕分けやロボット・IC丁の活用、元気高齢者の参

入による業務改善など、介護現場革新の取組を進めることについて記
載 (P15)

●介護現場革新の取組の周知広報を進め、介護職場のイメージを刷新し
ていくことについて記載 (P16)

●地域包括支援センターに関して、現在の3職種以外を含めた体制整備
の重要性について記載 (P15)

●担い手に関する取組の例示として人材確保のためのボランティアポイン
ト等の活用について記載 (P15)

●文書負担軽減に向け、国、都道府県、市町村、関係団体等がそれぞれ
役割を果たしながら連携して取り組むことが必要である旨を記載 (P16)

●要介護認定実施体制の計画的な整備を行う重要性について記載 (P16)

●認知症施策推進大綱に沿って、認知症の人ができる限り地域のよい環

境で自分らしく暮らし続けることができる社会の実現を目指すため、5つ
の柱に沿つて施策を進めることの重要性について(P17)

1普及啓発日本人発信支援
2予防
3医療・ケアロ介護サービス・介護者への支援
4認知症バリアフリーの推進。若年性認知症の人への支援・社会参加支援
5研究開発・産業促進・国際展開

3

舞_ ・ ■|=|||‐ ||―

=‐:‐   ■■.,■‐
.‐‐|

六 介護に取り組む家族等への支援の充実
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基本指針の構成について
見直しの方針案

八 高齢者虐待の防止

九 介護サービス情報の公表

十 効果的・効率的な介護給付の推進

十一 部道府県による市町村支援等

十二 市町村相互間の連携

十三 介護保険制度の立案及び運用に関する PDCAサイクルの推進

新 保険者機能強化推進交付金等の活用

術 立多摯懸畿畿封策 :こ儡場体制盤勧

●第8期からの調整交付金の算定に当たって介護給付の適正化事業の
取組状況を勘案することを記載(P21)

翻■項目を統合

酪介鰻A続の機糠や驚巌性織鋒i:■脚すら雛遊鋳県|■よゐ輩難率1と 嚇
連携や賞援の量聾犠 |こつし`て講鏡 (P22)

鉤爆饒新機畿撃盤化推饉交付癬及び爆餃警露農支援出付壺の評働織難参
滋欝懇た、宙斃舞へ備き轟織かし`文嬢舎働姿協につしして驚議 (P22)

鰈躍胸掌::築 盟欄駒鷹携誡よ轟地蹴輩灘砕霧勤鷺海の重要性について記
載 (P22)

蜀文警漁機織減など、業務命軸準化 :↓おしヽ考亀雛逸翁躍行察釘村及び驚
難‡1鶴脱購が臨撓穣て取り繊なことの鵞斃 :雀を鯰鐵 (P22)

●国、県による効果的な支援策の具体例として、好事例の横展開、データ
を有効活用するための環境整備を記載 (P24)
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議■保険者機能強化推進交付金等の項目新設

●拡充された交付金を活用した高齢者の自立支援、重度化防止等に関す
る取組の重要性等について記載 (P24)

麟吻災書や感畿遣対策鍛壌轟新餓

鶉蛾年織災書斃巌績溝や、簸撥嬢篠ナ幸ィルヱ感染疲骨流行を銹富∴、こ̈

れられ籍鏑え礫藍要 '1'饉 推つし`て認織 (P26)
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